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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
刹
那
の
凶
星

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
８
２
５
Ｒ

【
作
者
名
】

　
Ａ
Ｄ
Ｌ
Ｔ

【
あ
ら
す
じ
】

　
１
０
歳
の
時
に
家
族
を
全
員
強
盗
に
殺
さ
れ
た
、
、
、
、

そ
れ
か
ら
１
０
年
後
、

彼
は
新
し
い
家
族
を
得
る
、
、
絶
望
の
底
に
い
る
彼
は
新
し
い
希
望
を
掴
め
る

の
か
、

こ
の
作
品
は
作
者
が
戦
国
バ
サ
ラ
の
石
田
三
成
を
使
っ
て
プ
レ
イ
し
て
た
ら
思

い
付
い
た
作
品
で
す
、

な
の
で
一
刀
の
戦
闘
ス
タ
イ
ル
を
石
田
三
成
に
し
て
い
ま
す
、

苦
手
だ
な
～
と
思
う
方
は
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即
戻
る
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
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血
の
雨
（
前
書
き
）

注
意
、
一
刀
ア
ン
チ
で
す

共
に
チ
ー
ト
で
す
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血
の
雨

ザ
ア
ー
、
、
、
、
、
、
、
、

雨
が
降
っ
て
い
る
、
、

雨
の
音
し
か
聴
こ
え
な
い
、
 

今
何
が
起
き
て
い
る
、

床
に
は
赤
い
水
溜
ま
り
が
出
来
て
い
る
、
、
、

そ
の
赤
い
水
の
元
を
だ
ど
る
と
、
、
其
処
に
は
妹
が
倒
れ
て
い
た
、
、
動
か
な

い
、

指
先
す
ら
動
か
な
い
、
、
、

ま
た
違
う
所
か
ら
赤
い
水
が
流
れ
て
く
る
、

ま
た
そ
れ
を
辿
る
、
、

其
処
に
は
母
が
倒
れ
て
い
た
 

ま
た
動
か
な
い
、
目
が
開
い
て
る
の
に
、
、
動

か
な
い
、
、

ま
た
違
う
所
か
ら
赤
い
水
が
流
れ
て
く
る
、

ま
た
辿
る
、

其
処
に
は
父
が
倒
れ
て
い
た
、
動
か
な
い
、
あ
の
大
き
な
手
で
撫
で
て
く
れ
る

は
ず
の
 

手
が
動
か
な
い
、
、
、
、
、
、

み
ん
な
動
か
な
い
、
、
、
、
、
、
み
ん
な
赤
い
水
を
流
し
て
い
る
、
、
、
、
奥

に
誰
か
い
る
誰
だ
ろ
う
、
、
、
、
知
ら
な
い
男
が
い
た
、
、
、
、
手
に
赤
い
水

が
い
っ
ぱ
い
付
い
た
包
丁
を
持
っ
て
る
、
、

し
ば
ら
く
す
る
と
男
は
急
い
で
消
え
た
、
、
、
、
、
、
、

な
ん
か
変
な
音
が
聴
こ
え
る
、
、
、
、
雨
の
音
し
か
聴
こ
え
な
い
は
ず
な
の
に
、

、
、
、
辺
り
も
赤
く
光
っ
て
る
、
、
家
族
の
み
ん
な
が
白
い
車
に
乗
せ
ら
れ
て

る
、
、
、
、
待
っ
て
ど
こ
に
い
く
の
？
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

今
目
の
前
に
母
と
父
と
妹
の
写
真
が
あ
る
周
り
の
人
達
が
み
ん
な
泣
い
て
る
、
、
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、
、
、
、
、
僕
は
前
に
出
る
、
、
、
、
箱
が
あ
る
、
、
、
、
大
き
い
箱
が
、
、
、

其
処
に
は
３
人
が
寝
て
た
、
、
目
が
開
か
な
い
、
、
、
、
動
か
な
い
、
、
、
後

ろ
の
人
達
が
み
ん
な
３
人
に
花
を
置
い
て
い
く
、
、
そ
し
た
ら
じ
い
ち
ゃ
ん
が

来
た
、
、
、
、
、
、
、
、
、
そ
し
た
ら
じ
い
ち
ゃ
ん
が
僕
に
こ
う
言
っ
た
、
、
、

、［
一
刀
や
、
、
今
日
か
ら
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
暮
ら
そ
う
、
、
、
、
］

ど
う
し
て
？

な
ん
で
じ
い
ち
ゃ
ん
も
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
泣
い
て
る
の
？
、
、
、
、
、
、
、
だ
か

ら
僕
は
聴
い
て
み
た
、

［
じ
い
ち
ゃ
ん
、
、
、
、
な
ん
で
？
］

そ
う
言
う
と
、
じ
い
ち
ゃ
ん
は
涙
を
流
し
て
答
え
た
、
、
、
、

［
一
刀
、
、
、
も
う
３
人
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
、
、
、
、
も
う
二
度
と
帰
っ
て
来

な
い
ん
じ
ゃ
、
、
、
、
、
、
、
］

何
を
言
っ
て
る
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
、
、
、
、
、
、

あ
あ
、
そ
う
な
ん
だ
み
ん
な
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
だ
、
、
、
、
も
う
会
え
な
い
ん

だ
、
、
、
、
そ
の
時
初
め
て
僕
は
泣
い
た
、
、
、
、
イ
ッ
パ
イ
泣
い
た
、
、
、
、

泣
い
た
、
、
、
、
涙
を
流
し
た
、
、
、
、
僕
が
な
ん
か
し
た
の
？

悪
い
事
し
た
の
な
ん
で
み
ん
な
殺
さ
れ
た
の
？

許
さ
な
い
、
許
さ
な
い
、
、
、
、
殺
す
、
殺
す
、
、
、
、
、
、
必
ず
、
、
、
殺

す
、

［
じ
い
ち
ゃ
ん
、
、
、
、
］

［
な
ん
じ
ゃ
一
刀
、
、
、
］

［
僕
、
、
、
、
俺
に
剣
術
教
え
て
、
、
、
、
］

［
！
！
］
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［
俺
は
も
う
弱
い
の
は
嫌
だ
、
、
、
強
く
な
る
ん
だ
、
、
、
、
誰
に
も
負
け
な

い
程
強
く
な
る
ん
だ
、
、
、
、
そ
し
て
こ
ん
ど
こ
そ
護
る
ん
だ
、
、
、
、
家
族

を
、
、
、
］

［
一
刀
、
、
、
解
っ
た
教
え
よ
う
剣
を
、
、
、
］

そ
の
日
俺
は
変
わ
っ
た
、
、
 

、
、
、



7

凶
事

［
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ま
た
あ
の
夢
か
、
、
、
、
 

忌
々
し
い
、
、
、

、
、
、
、
 

、
、
、
］

あ
の
絶
望
の
凶
事
か
ら
１
０
年
、
、
、
あ
の
事
件
の
後
祖
父
に
引
き
取
ら
れ
、

祖
父
の
下
で
強
く
な
る
為
に
剣
術
を
習
っ
た
、
、
、
、

今
度
は
護
れ
る
よ
う
に
、
、
、
、
そ
し
て
あ
の
男
を
殺
す
為
に
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

［
フ
ッ
、
、
、
嫌
な
物
を
見
た
、
、
さ
て
、
、
、
、
仕
事
に
行
く
か
、
、
、
、

ん
？
、
、
、
何
処
だ
此
処
は
、
、
、
、
 

俺
は
仕
事
の
後
家
に
戻
り
寝
た
は
ず
、

、
、
、
い
っ
た
い
何
が
、
、
、
、
、
、
、
］

そ
う
言
い
辺
り
を
見
る
と
 
 
 

辺
り
一
面
な
に
も
な
い
平
原
だ
っ
た
、
、
、
、

遠
く
を
見
る
と
山
が
見
え
る
、
、
、
、
だ
が
あ
れ
は
日
本
の
山
で
は
な
い
、
、
、

、
、
、
、

ま
る
で
昔
の
中
国
の
山
だ
、
、
、

［
こ
ん
な
場
所
に
い
て
も
何
も
変
わ
ら
ん
、
、
、
、
行
く
か
、
、
、
、
、
、
、
］

そ
う
言
い
傍
ら
に
あ
っ
た
祖
父
か
ら
受
け
継
い
だ
長
刀
を
手
に
持
ち
歩
き
始
め

る
、
、
、
、

［
な
あ
～
兄
貴
、
獲
物
は
何
処
に
い
る
ん
す
か
～
］

［
ま
あ
待
て
チ
ビ
、
後
少
し
で
村
に
着
く
そ
う
す
り
ゃ
あ
、
奪
い
放
題
だ
、
お

前
ら
！
久
し
ぶ
り
の
獲
物
だ
！
た
っ
ぷ
り
暴
れ
な
！
］

［
ウ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
オ
！
、
］
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［
兄
貴
、
女
が
い
た
ら
好
き
に
し
て
良
い
で
す
か
ね
？
］

［
お
う
、
好
き
に
し
な
、
］

［
よ
っ
し
ゃ
！
た
っ
ぷ
り
あ
そ
ぶ
ぜ
！
］

［
ヘ
ッ
ヘ
ッ
へ
さ
あ
て
、
た
っ
ぷ
り
奪
っ
て
や
る
ぜ
］

そ
う
言
い
男
は
村
を
見
る
、
、
、
、
、
、
後
少
し
で
恐
怖
を
味
わ
う
と
も
知
ら

ず
、
、
、
、
、
、
、

村［
大
変
だ
！
 

賊
が
来
た
ぞ
！
逃
げ
ろ
！
、
］

［
急
い
で
仕
度
す
る
ん
だ
！
女
子
供
は
先
に
逃
が
せ
！
！
］

ワ
ァ
ー
ー
ー
！

［
来
た
！
、
急
い
で
逃
げ
ろ
！
！
］

［
お
い
、
、
、
待
て
］

［
な
ん
だ
旅
の
人
か
！
？
 

急
い
で
逃
げ
る
ん
だ
！
！
死
ん
じ
ま
う
ぞ
！
！
］

［
そ
う
か
、
、
、
、
奴
ら
は
悪
な
ん
だ
な
、
、
、
、
［
！
？
、
な
に
を
言
っ
て

］
あ
い
つ
ら
が
憎
い
か
、
、
、
、
［
！
？
］
死
ん
で
欲
し
い
か
？
、
、
、
［
あ

あ
、
、
、
、
憎
い
よ
、
殺
し
た
い
程
憎
い
よ
！
で
も
無
理
だ
！
！
 

勝
て
っ
こ

な
い
、
、
、
、
］

い
い
だ
ろ
う
、
、
、
、
［
な
っ
！
？
何
処
に
行
く
ん
だ
！
早
く
逃
げ
る
ん
だ
！

！
］
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安
心
し
ろ
、
、
、
、
あ
い
つ
ら
は
俺
が
始
末
し
と
い
て
や
る
、
、
、
、
、
、
、

さ
っ
さ
と
何
処
え
で
も
逃
げ
ろ
、
、
、
、
、
、
、
［
お
い
、
！
！
待
て
死
ぬ
気

か
！
］

そ
う
告
げ
た
男
は
ま
る
で
散
歩
に
行
く
か
の
よ
う
な
足
取
り
で
賊
が
来
て
る
方

え
歩
い
て
行
っ
た
、
、
、
、
、
、
、

［
見
え
た
ぜ
！
お
前
ら
村
だ
！
た
っ
ぷ
り
暴
れ
な
！
］

［
ウ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
オ
！
］

［
ア
ア
ン
？
な
ん
だ
あ
り
ゃ
あ
？
］

そ
う
言
い
見
る
と
、
１
人
の
男
か
ま
こ
ち
ら
に
歩
い
て
来
て
る
、
、
、
、

［
ヘ
ッ
わ
ざ
わ
ざ
死
に
に
来
た
か
！
、
、
、
じ
ゃ
あ
殺
し
て
や
る
よ
！
！
］

そ
う
告
げ
賊
頭
は
馬
を
走
ら
せ
る
、

歩
い
て
来
た
男
は
止
ま
る
、
、
、
、
そ
し
て
自
然
体
の
姿
勢
に
変
わ
る
、
、
、
、

前
か
ら
は
馬
に
乗
っ
た
賊
頭
が
迫
っ
て
来
る
、
、
、
、

だ
が
男
は
動
じ
な
い
、
、
、
、

［
ヘ
ッ
！
怖
く
な
っ
て
固
ま
っ
た
か
！
ヘ
ッ
ヘ
ッ
へ
馬
鹿
が
！
死
ね
！
］

そ
う
言
い
賊
頭
は
男
に
迫
っ
た
、
、
、
、

だ
が
賊
頭
は
不
思
議
な
物
を
見
た
、
、
男
が
右
手
を
持
っ
て
い
た
長
い
剣
に
添

え
た
と
思
っ
た
ら
、
不
思
議
な
風
が
吹
い
た
、
、
、
、

賊
達
は
不
思
議
に
思
っ
た
、
 

自
分
た
ち
の
賊
頭
が
獲
物
を
無
視
し
て
男
を
通

り
過
ぎ
た
、
そ
し
て
そ
の
通
り
過
ぎ
た
男
は
見
た
こ
と
が
な
い
長
い
剣
を
抜
い

て
立
っ
て
い
た
、
、
、
、
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そ
し
て
男
が
右
手
に
持
っ
て
い
た
長
い
剣
を
ゆ
っ
く
り
と
鞘
に
し
ま
い
、
カ
チ

ン
、
、
、
、
と
音
が
し
た
、
、
、
、
 

そ
し
て
そ
の
音
が
鳴
っ
た
次
の
瞬
間
男

の
後
ろ
に
い
る
自
分
た
ち
の
賊
頭
が
馬
も
ろ
と
も
真
っ
二
つ
に
切
り
裂
か
れ
た
、

、
、
、
、
、
、

［
ヒ
イ
ッ
！
！
、
頭
が
！
！
］

賊
達
は
何
が
起
き
た
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
、
、
、
、
只
１
つ
解
る
事
は
、
あ

の
男
が
自
分
た
ち
の
賊
頭
を
殺
し
た
の
だ
と
、
、
、
、
、
、
、

［
来
た
な
、
、
、
、
ザ
ッ
と
見
て
五
百
か
、
、
、
技
の
試
し
に
丁
度
い
い
、
、
、

、
］

そ
う
言
っ
た
次
の
瞬
間
男
が
消
え
た
、
、
、
、

［
何
処
だ
！
！
、
何
処
行
き
や
が
っ
た
！
、
、
、
！
！
あ
れ
、
、
、
、
な
ん
で

馬
か
ら
落
ち
て
ん
だ
？
、
、
、
誰
の
足
だ
こ
れ
、
、
、
、
、
、
、
ド
サ
ッ
、
ヒ

イ
ッ
！
！
］

そ
の
絶
命
し
た
賊
の
後
ろ
に
は
男
が
立
っ
て
い
た
、
、
、
、
あ
の
男
が
、
、
、
、

［
ク
ソ
ッ
、
殺
っ
ち
ま
え
！
！

ウ
ォ
ォ
ォ
オ
！
！
］

［
喚
く
な
、
、
、
、
フ
ッ
］

そ
う
言
い
男
は
刃
を
抜
い
た
と
同
じ
に
宙
返
り
を
す
る
、
す
る
と
賊
が
宙
に
舞

っ
た
、
、
、
、

［
ク
ソ
ッ
！
！
囲
め
！
！
］

そ
う
言
い
賊
が
八
方
か
ら
迫
る
、
、
、
、
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［
フ
ン
、
、
、
、
］

再
び
男
は
消
え
た
、

だ
が
直
ぐ
に
ま
た
現
れ
た
と
思
っ
た
ら
、
周
り
の
賊
達
の
上
半
身
と
下
半
身
が

二
つ
別
れ
て
い
た
、

［
矢
だ
！
！
矢
を
打
て
！
］

［
シ
ッ
、
、
、
、
、
、
］

再
び
男
は
消
え
る

次
の
瞬
間
矢
を
放
っ
て
い
た
賊
共
が
真
っ
二
つ
切
り
裂
か
れ
た
、
、
、
、

［
ヒ
イ
ィ
ィ
ッ
！
！
何
な
ん
だ
よ
こ
い
つ
！
！
行
け
！
殺
っ
ち
ま
え
！
！
］

［
フ
ッ
、
、
、
、
］

そ
う
言
っ
た
次
の
瞬
間
男
が
一
瞬
刃
を
抜
い
た
、
次
の
瞬
間
賊
達
の
体
に
無
数

の
斬
撃
が
で
き
て
い
た
、
、
、
、

［
ウ
ワ
ー
ー
！
た
っ
助
け
て
！
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
！
］

［
、
、
、
そ
の
言
葉
を
貴
様
ら
何
度
聞
い
た
、
、
、
、
、
、
、
何
度
頼
ま
れ
た
、

、
、
、
 

貴
様
ら
は
そ
う
や
っ
て
罪
も
無
き
者
達
を
殺
し
た
、
、
、
、
解
る
か

？
、
、
、
そ
れ
が
貴
様
ら
に
殺
さ
れ
た
者
達
が
感
じ
た
感
覚
だ
、
、
、
、
、
、
、

助
か
り
た
い
の
な
ら
、
今
ま
で
に
殺
し
て
き
た
物
達
に
許
し
を
乞
え
、
頭
を
垂

れ
ろ
、
そ
し
て
死
ね
、
、
、
、
］

そ
の
言
葉
の
次
の
瞬
間
柴
色
の
斬
撃
が
放
た
れ
た
、
、
、
、
ま
た
１
人
、
ま
た

１
人
と
賊
共
は
死
ん
で
行
く
、
、
、
、
そ
の
多
く
の
者
達
は
自
分
は
い
つ
死
ん

だ
の
か
解
ら
な
い
ま
ま
絶
命
し
て
い
る
、
、
、
、
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気
付
け
ば
既
に
賊
の
数
は
残
り
１
０
０
を
切
っ
て
い
た
、
、
、
、

［
や
れ
や
れ
、
技
の
キ
レ
が
悪
い
、
修
行
を
こ
こ
最
近
疎
か
に
し
て
い
た
か
ら

な
、
、
、
、
俺
も
ま
だ
ま
だ
だ
な
、
、
、
、
其
よ
り
も
飽
き
た
、
、
、
、
終
ら

せ
る
か
、
、
、
、
 

］

そ
う
言
い
男
は
刃
を
抜
く
、
、
、
、

［
さ
あ
、
怯
え
ろ
目
の
前
の
恐
怖
に
、
、
、
、
、
、
そ
し
て
己
を
懺
悔
し
ろ
、
、

、
、
］

男
は
左
手
に
持
っ
て
い
た
鞘
を
口
に
加
え
た
、
、
、
、

［
刃
に
咎
を
、
鞘
に
抗
い
を
！
］

そ
の
次
の
瞬
間
嵐
が
始
ま
っ
た
、
、
、
、
鞘
に
納
め
て
た
時
と
は
比
べ
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
速
さ
で
剣
を
振
る
、
、
、
 

そ
し
て
次
々
に
賊
の
命
が
刈
ら
れ
て
行

く
、
、
、
、
、
、
そ
し
て
男
が
宙
に
舞
い
両
手
で
刀
を
持
ち
最
後
の
１
人
に
そ

の
刃
を
降
り
下
ろ
す
、
、
、
、

［
そ
れ
が
貴
様
ら
の
罪
だ
、
、
、
、
］

そ
う
言
い
刀
を
鞘
に
納
め
た
時
、
彼
以
外
そ
の
場
所
に
立
っ
て
る
者
は
い
な
か

っ
た
、
、
、
、

そ
し
て
雨
が
降
り
始
め
た
、
、
、
、

［
血
の
雨
よ
、
降
り
注
げ
、
氷
雨
と
な
っ
て
、
、
、
、
、
、
 

あ
の
日
の
俺
を

射
ぬ
い
て
殺
せ
、
、
、
、
、
、
、
］

そ
の
男
は
泣
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
、
、
、
、
、
、
、
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悪
が
蔓
延
る
動
乱
の
時
代
、
 

彼
は
何
処
に
行
き

何
を
得
る
の
か
、
、
、
、
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設
定

バ
サ
ラ
３
を
知
ら
な
い
方
の
為
に
設
定
説
明
で
す
。

北
郷
一
刀

７
歳
の
時
に
家
族
全
員
強
盗
に
殺
さ
れ
て
い
る
、

復
讐
の
為
に
祖
父
か
ら
北
郷
流
居
合
い
術
を
習
い
１
４
歳
の
時
に
免
許
皆
伝
さ

れ
た
、
 

そ
れ
か
ら
は
、
暗
殺
業
を
し
て
い
る

武
器

長
刀
 

斬
鬼

柄
は
白

刀
身
に
 

我
斬
鬼
血
染
尚
鬼
斬
意
味
 

我
が
斬
る
は
鬼
血
に
染
っ
て
も
尚
鬼
を

斬
り
続
け
る

北
郷
流
居
合
い
術

目
に
も
留
ま
ら
ぬ
速
さ
で
 
 
 

刹
那
に
斬
る

な
の
で
斬
ら
れ
た
者
は
自
分
が
い
つ
死
ん
だ
か
解
ら
な
い
ま
ま
死
ぬ

技（
戦
国
バ
サ
ラ
３
引
用
）

断
罪

刀
を
抜
い
た
と
同
じ
に
宙
返
り
を
し
て
敵
を
斬
る

懺
悔



15

一
瞬
の
内
に
刀
を
抜
き

無
数
の
斬
撃
を
放
つ

号
哭

目
に
も
留
ま
ら
ぬ
速
さ
で
前
方
に
移
動
し
横
一
文
字
に
斬
る

斬
滅

地
面
に
刀
を
刺
し
て
其
処
に
気
を
溜
め
て
一
気
に
放
つ

鬱
屈

刹
那
の
瞬
間
軌
道
上
の
全
て
を
斬
り
裂
く

オ
リ
ジ
ナ
ル
技

斬
烈

遠
く
に
い
る
敵
を
気
を
使
い
斬
り
裂
く

斬
刹

目
に
も
留
ま
ら
ぬ
速
さ
で
敵
に
近
き
横
一
閃
に
斬
り
裂
く
 

一
撃
必
殺
技

覚
醒
技

？
？
？
？

大
切
な
者
を
傷
つ
け
ら
れ
る
と
発
動

て
な
、
感
じ
で
す
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凶
王
の
誕
生

私
は
今
夢
を
見
て
る
の
か
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

今
私
の
目
の
前
で
大
量
に
い
た
賊
達
が
次
々
に
死
ん
で
い
る
し
か
も
賊
達
は
た

っ
た
１
人
の
男
に
殺
さ
れ
て
い
る
、
、
、
、
、

私
は
そ
ん
な
事
が
出
来
る
人
物
は
今
ま
で
楚
の
項
羽
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
た
、
、

、
、

だ
が
目
の
前
の
男
は
簡
単
に
賊
達
を
殺
し
て
い
る
、
、
、
、

私
は
人
が
死
ん
で
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
殲
滅
に
釘
付
け
だ
っ
た
。

雨
が
降
り
始
め
た
、
、
、
、
 

も
う
賊
達
は
誰
１
人
生
き
て
は
い
な
か
っ
た
、
、

、
、
皆
無
惨
に
体
を
バ
ラ
バ
ラ
に
切
り
裂
か
れ
て
い
る
。

男
は
戦
い
が
終
わ
る
と
何
処
か
に
行
き
そ
う
に
な
っ
た
の
で
私
は
彼
に
声
を
か

け
た
。

［
も
し
、
大
丈
夫
で
す
か
？
］

［
問
題
な
い
、
、
、
、
賊
共
は
殲
滅
し
て
お
い
た
、
、
、
、
安
心
し
て
ま
た
暮

ら
せ
、
、
、
、
じ
ゃ
あ
な
、
、
、
、
］

そ
う
告
げ
彼
は
歩
き
出
し
た
。
私
は
彼
に
尋
ね
た

［
お
待
ち
く
だ
さ
い
！
 

せ
め
て
御
名
前
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！
］

［
、
、
、
、
凶
、
、
、
、
そ
う
呼
べ
、
、
、
、
、
、
、
］

［
凶
、
、
、
、
な
っ
！
？
］
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そ
う
彼
が
告
げ
た
瞬
間
彼
は
音
も
無
く
消
え
た
、
、
、
、

［
い
っ
た
い
何
者
だ
っ
た
ん
だ
、
、
、
、
刹
那
の
内
に
消
え
た
、
、
、
、
。
］

私
は
今
日
の
事
を
一
生
忘
れ
な
か
っ
た
、
、
、
、

大
陸
に
激
震
が
走
る
、

各
地
で
賊
達
が
次
々
と
殲
滅
さ
れ
る
と
言
う
出
来
事
が
起
き
た
。

し
か
も
そ
の
賊
達
を
殲
滅
し
て
る
の
は
た
っ
た
ひ
と
り
の
青
年
だ
と
言
う
。

フ
ラ
り
と
現
れ
て
刹
那
の
内
に
賊
共
を
殺
し
、
殺
し
終
わ
る
と
い
つ
の
間
に
か

消
え
て
い
る
。

只
１
つ
言
え
る
こ
と
は
そ
の
青
年
の
背
中
に
三
文
字
の
言
葉
が
入
っ
て
た
事
と

彼
の
事
を
賊
達
は
凶
王
と
呼
ぶ
事
だ
。

そ
し
て
そ
の
青
年
の
背
中
に
は
 

悪
即
斬
 

そ
う
書
か
れ
て
い
た
。
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嵐
の
前
の
静
け
さ

と
あ
る
料
亭
。

［
お
～
い
、
餃
子
二
人
前
頼
む
よ
］

［
は
い
只
今
！
］

［
こ
っ
ち
は
、
炒
飯
１
つ
］

［
は
い
只
今
！
っ
て
桃
香
様
も
ぼ
ー
っ
と
し
て
な
い
で
、
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い

！
、
、
、
、
桃
香
様
？
］

［
ね
え
、
愛
紗
ち
ゃ
ん
、
凶
王
さ
ん
。
の
事
ど
う
思
う
？
］

［
凶
王
？
 

確
か
各
地
で
賊
を
倒
し
て
る
、
あ
の
凶
王
で
す
か
？
 

そ
れ
が
ど

う
か
し
た
の
で
す
か
？
］

［
う
ん
、
、
、
、
凶
王
さ
ん
は
そ
の
人
達
が
悪
だ
と
分
か
っ
た
ら
容
赦
な
く
殺

す
ん
だ
っ
て
、
、
、
、
私
に
は
凶
王
さ
ん
が
な
ん
で
悪
だ
と
分
か
っ
た
ら
殺
す

の
か
分
か
ら
な
い
よ
。

だ
っ
て
そ
の
人
達
に
も
家
族
と
か
大
切
な
物
が
あ
る
は
ず
な
の
に
。

そ
れ
を
只
悪
だ
か
ら
と
言
う
理
由
で
殺
す
な
ん
て
私
に
は
理
解
出
来
な
い
よ
、
、

、
］

［
桃
香
様
、
、
、
、
、
、
、
］

［
ご
め
ん
ね
、
な
ん
か
暗
い
話
し
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
、
、
、
］

［
い
え
、
桃
香
様
の
優
し
さ
こ
そ
こ
の
愛
紗
感
服
致
し
ま
し
た
。
］
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［
そ
ん
な
、
、
、
愛
紗
ち
ゃ
ん
も
立
派
だ
よ
、
私
な
ん
か
の
為
に
戦
っ
て
く
れ

て
。
］

［
い
え
、
こ
の
関
雲
張
あ
な
た
様
の
第
一
の
剣
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
鈴
々
と
共

に
お
仕
え
致
し
ま
す
。
］

［
愛
紗
ち
ゃ
ん
、
、
、
あ
り
が
と
う
］

［
お
い
！
あ
ん
た
ら
な
に
休
ん
で
ん
だ
い
！
？
早
く
料
理
運
び
な
！
］

［
は
っ
は
い
！
只
今
！
 

桃
香
様
も
早
く
！
］

［
う
ん
♪
］

と
あ
る
城

［
凶
王
ね
、
、
、
、
、
、
、
］

［
は
い
、
、
、
、
報
告
に
よ
る
と
背
中
に
は
悪
即
斬
と
書
か
れ
、
長
い
見
た
こ

と
な
い
剣
を
持
っ
て
る
よ
う
で
す
。
］

［
悪
と
判
れ
ば
即
ざ
に
斬
る
か
、
、
、
、
フ
フ
ッ
な
か
な
か
面
白
い
わ
ね
。
］

［
武
に
置
い
て
も
一
人
で
各
地
の
賊
共
を
殲
滅
す
る
武
を
持
っ
て
い
ま
す
。
少

な
く
と
も
私
と
姉
者
と
互
角
か
そ
れ
以
上
か
と
］

［
加
え
て
、
武
も
優
れ
て
い
る
。
良
い
わ
ね
、
凶
王
是
非
と
も
我
が
手
に
し
た

い
わ
。
］
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［
華
琳
様
、
ま
た
悪
い
癖
を
。
］

［
あ
ら
、
良
い
じ
ゃ
な
い
♪
 
 

私
は
欲
し
い
と
思
っ
た
物
は
ど
ん
な
手
も
使

っ
て
手
に
い
れ
る
の
よ
。
知
っ
て
る
で
し
ょ
秋
蘭
？
］

［
え
え
、
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
す
と
も
。
華
琳
様
の
こ
と
な
ら
ば
姉
者
同
様
存

じ
て
お
り
ま
す
。
］

［
フ
フ
フ
ッ
分
か
っ
て
る
は
ね
秋
蘭
、
今
夜
閨
に
来
な
さ
い
。
た
っ
ぷ
り
可
愛

が
っ
て
あ
げ
る
わ
♪
］

［
御
意
］

［
あ
ら
、
そ
う
言
え
ば
春
蘭
は
ど
う
し
た
の
か
し
ら
？
］

［
あ
あ
、
姉
者
な
ら
先
程
か
ら
武
の
鍛
練
を
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
や
ら
凶
王

に
刺
激
さ
れ
た
ら
し
く
、
大
量
の
鍛
練
を
し
て
お
り
ま
す
。
］

［
フ
フ
フ
ッ
頼
も
し
い
わ
ね
。
で
も
春
蘭
が
刺
激
さ
れ
る
程
の
男
、
、
、
、
凶

王
、
、
、
、
フ
フ
ッ
今
ま
で
男
は
皆
頼
り
な
い
者
ば
か
り
だ
と
思
っ
た
け
ど
、

ど
う
や
ら
こ
の
男
は
違
う
よ
う
ね
。

凶
王
、
、
、
、
是
非
と
も
会
い
た
い
も
の
ね
。
そ
し
て
必
要
あ
れ
ば
我
が
覇
道

に
入
れ
て
見
せ
る
わ
］

と
あ
る
城

［
お
い
！
、
雪
蓮
！
ま
た
仕
事
を
サ
ボ
っ
て
酒
を
飲
ん
で
た
な
！

何
度
言
え
ば
分
か
る
！

あ
れ
程
仕
事
を
サ
ボ
る
な
と
言
っ
て
る
だ
ろ
う
！
］
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［
ま
あ
ま
あ
♪
そ
ん
な
カ
ッ
カ
し
な
い
で
よ
冥
林
♪
］

［
誰
の
斉
だ
と
思
っ
て
る
ん
だ
？
］

［
ぶ
ー
、
あ
っ
、
そ
ん
な
事
よ
り
、
凶
王
の
事
な
ん
か
分
か
っ
た
？
］

［
ん
？
、
い
や
ま
だ
背
中
に
悪
即
斬
と
言
う
言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
事
と
長
い

見
た
こ
と
な
い
剣
を
持
っ
て
る
こ
と
だ
け
だ
。

そ
れ
が
ど
う
し
た
？
］

［
私
気
に
入
っ
た
の
よ
ね
～
凶
王
の
事
♪

だ
っ
て
素
直
じ
ゃ
な
い
？
只
悪
と
判
っ
た
ら
容
赦
な
く
斬
る
っ
て
。
か
っ
こ
い

い
じ
ゃ
な
い
そ
う
言
う
の
？
］

［
ま
あ
な
、
そ
う
言
う
真
っ
直
ぐ
な
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
な
。
何

処
か
の
誰
か
に
も
、
、
、
、
］

［
ぶ
ー
、
ご
ん
な
さ
い
冥
林
今
度
は
ち
ゃ
ん
と
仕
事
す
る
わ
よ
。
］

［
な
ら
今
し
ろ
！
］

［
ぶ
ー
、
］

そ
ん
な
話
し
が
さ
れ
て
い
る
頃
と
あ
る
村
で
事
件
が
起
き
よ
う
と
し
て
い
た
。

［
凶
王
か
、
、
、
、
、
、
、
］

［
凪
ち
ゃ
ん
こ
の
前
か
ら
そ
れ
ば
っ
か
な
の
～
］
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［
ま
あ
、
し
ゃ
あ
な
い
や
ん
、
凪
は
一
度
憧
れ
る
と
。
凄
く
憧
れ
る
と
や
ん
。
］

［
そ
う
だ
け
ど
、
あ
れ
は
憧
れ
過
ぎ
な
の
～
］

［
せ
や
な
♪
］

［
お
い
、
真
桜
、
沙
和
、
何
し
て
る
ん
だ
早
く
村
に
行
っ
て
竹
籠
を
売
る
ぞ
。

じ
ゃ
な
い
と
野
宿
だ
］

［
は
～
い
な
の
～
］

［
お
う
、
］

私
の
名
は
 

性
を
楽
、
名
を
進
字
を
文
蒹

小
さ
な
町
の
出
で
。
こ
の
二
人
と
は
昔
か
ら
の
友
達
だ
。
 

私
は
父
か
ら
武
を

教
わ
り
強
く
な
っ
て
皆
を
守
る
為
に
幼
い
頃
か
ら
武
の
鍛
練
を
し
て
い
る
、
そ

の
為
身
体
中
傷
だ
ら
け
だ
。

だ
が
私
は
そ
の
鍛
練
の
末
に
町
で
一
番
強
い
父
を
越
え
た
。

そ
し
て
私
は
町
で
一
番
強
く
な
っ
て
父
か
ら
こ
う
告
げ
ら
れ
た
。

［
お
前
も
武
を
志
す
な
ら
旅
に
出
て
。
よ
り
多
く
の
人
を
救
っ
て
。

そ
し
て
良
き
主
を
見
つ
け
な
さ
い
。
］

そ
う
言
わ
れ
て
私
は
真
桜
と
沙
和
と
共
に
多
く
の
人
を
救
う
為
良
き
主
を
見
つ

け
る
為
に
旅
に
出
た
。

そ
し
て
旅
を
し
て
い
た
あ
る
時
１
つ
の
噂
を
聞
く
。

黒
天
切
り
裂
く
そ
の
光
、
 
 
 

そ
れ
に
乗
る
は
天
か
ら
の
使
者
、

強
き
力
と
信
念
を
も
ち
こ
の
乱
世
を
鎮
め
る
。

天
の
御
使
い
が
こ
の
世
に
現
れ
る
と
。
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私
は
最
初
半
信
半
疑
だ
っ
た
が
１
つ
の
噂
が
確
信
に
な
っ
た
。

賊
２
０
０
０
を
た
っ
た
一
人
の
男
が
全
滅
さ
せ
た
。

私
は
確
信
し
た
こ
ん
な
事
が
出
来
る
の
は
天
の
御
使
い
だ
け
だ
と
。

そ
れ
以
降
彼
は
各
地
に
て
賊
を
狩
り
続
け
て
、
賊
達
に
凶
王
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

悪
と
判
れ
ば
即
ざ
に
斬
る
。
 

そ
れ
が
彼
の
信
念
ら
し
い
。

実
際
彼
は
悪
政
を
敷
い
て
い
た
あ
る
町
の
太
守
に
手
を
出
し
殺
し
た
ら
し
い
。

そ
ん
な
事
は
私
は
到
底
出
来
な
い
。

そ
れ
以
降
私
は
彼
に
、
、
、
、
、
、
凶
王
に
惹
か
れ
て
行
っ
た
。

［
さ
あ
、
早
く
行
く
ぞ
、
二
人
と
も
。
］

今
私
達
は
作
っ
た
竹
籠
を
売
ろ
う
と
目
の
前
の
村
に
向
か
っ
て
い
た
。

［
待
っ
て
な
の
～
凪
ち
ゃ
ん
］

［
せ
や
、
も
う
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
行
こ
う
や
。
］

［
そ
ん
な
事
を
言
っ
て
た
ら
日
が
暮
れ
る
ぞ
！
］

［
う
～
分
か
っ
た
の
～
今
行
く
の
～
］

［
は
あ
、
ほ
な
ち
ゃ
ん
と
せ
ん
と
。
早
よ
行
こ
う
や
。
］

こ
の
村
で
の
出
来
事
が
彼
女
達
に
は
吉
と
で
る
の
か
。

そ
れ
と
も
凶
と
で
る
の
か
。
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嵐
の
前
の
静
け
さ
（
後
書
き
）

は
い
、
今
回
は
オ
リ
√
で
行
き
ま
す
。
メ
イ
ン
は
凪
で
す
 

さ
あ
さ
あ
、
一
体

彼
等
は
ど
う
な
る
の
か
。
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出
会
い
 
 

沙
和
編
（
前
書
き
）

ま
ず
は
沙
和
と
の
出
会
い
で
す
♪
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出
会
い
 
 

沙
和
編

［
と
に
か
く
今
日
中
に
竹
籠
を
売
る
ぞ
。
じ
ゃ
な
い
と
野
宿
だ
。
］

［
野
宿
は
い
や
な
の
～
、
お
布
団
で
寝
た
い
の
～
、
］

［
せ
や
な
～
ウ
チ
も
野
宿
い
や
や
し
な
～
］

［
だ
っ
た
ら
急
い
で
竹
籠
を
売
る
し
か
な
い
、
じ
ゃ
あ
一
刻
後
に
ま
た
広
場
で

待
ち
合
わ
せ
だ
。
］

［
お
う
な
の
～
］

［
了
解
や
～
］

［
竹
籠
い
り
ま
せ
ん
か
な
の
～
、
安
い
の
～
、
う
～
全
然
売
れ
な
い
の
～
、
こ

の
ま
ま
じ
ゃ
凪
ち
ゃ
ん
に
怒
ら
れ
ち
ゃ
う
の
～
、
］

［
危
な
い
！
嬢
ち
ゃ
ん
退
き
な
！
］

［
へ
っ
？
 

キ
ャ
ア
！
］

す
ぐ
真
横
を
凄
い
速
さ
で
馬
が
通
っ
た
。

［
い
た
た
～
、
酷
い
目
に
遇
っ
た
の
～
、
あ
っ
！
竹
籠
が
。
］

さ
っ
き
の
馬
を
避
け
た
拍
子
に
竹
籠
が
辺
り
に
飛
び
散
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

［
う
～
、
急
い
で
拾
わ
な
き
ゃ
。
］
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［
ス
ッ
、
、
、
、
］

［
へ
っ
？
］

前
を
見
る
と
誰
か
が
手
を
差
し
の
べ
て
く
れ
て
い
た
。

［
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
な
の
～
、
誰
だ
か
知
ら
な
い
け
ど
助
か
っ
た
の
～
、

］［
い
や
、
気
に
す
る
な
、
そ
れ
よ
り
こ
の
竹
籠
は
君
の
？
］

そ
の
彼
の
手
に
は
飛
び
散
っ
た
竹
籠
達
を
持
っ
て
い
た
。

［
あ
れ
！
？
だ
っ
て
さ
っ
き
の
ま
で
あ
そ
こ
に
転
が
っ
て
、
、
、
、
、
、
、
一

個
も
な
い
の
～
！
！
］

先
程
ま
で
転
が
っ
て
い
た
竹
籠
が
一
個
も
な
か
っ
た
。

［
良
か
っ
た
君
の
か
。
ほ
ら
、
今
度
は
落
と
す
な
よ
。
（
ニ
コ
ッ
）

［
（
／
／
／
／
／
）
！
？
 

（
か
っ
こ
い
い
の
～
♪
）
あ
の
あ
の
名
前
を
教
え

て
く
だ
さ
い
な
の
～
］

［
い
や
、
教
え
る
ほ
ど
の
名
前
じ
ゃ
な
い
よ
。
じ
ゃ
あ
ね
（
ニ
コ
ッ
）
］

［
（
／
／
／
／
／
）
ぽ
ー
っ
、
あ
っ
、
待
っ
て
な
の
～
］
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出
会
い
 
 

沙
和
編
（
後
書
き
）

次
は
真
桜
で
す
♪
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出
会
い
 

真
桜
編

［
ハ
ア
～
、
誰
も
ウ
チ
の
か
ら
く
り
見
よ
う
と
せ
え
へ
ん
な
～
こ
の
ま
ま
や
と

凪
に
怒
ら
れ
る
な
～
］

そ
う
言
い
目
の
前
の
か
ら
く
り
に
目
を
や
る
と
、
一
人
の
男
が
い
た
。

［
お
！
！
 

兄
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
ど
や
？
こ
の
か
ら
く
り
凄
い
や
ろ
？
］

［
あ
あ
、
ま
さ
か
こ
の
時
代
に
既
に
こ
れ
程
迄
の
か
ら
く
り
が
あ
る
と
わ
、
、
、

、
驚
い
た
。
］

［
こ
の
時
代
？
］

［
い
や
、
こ
ち
ら
の
話
だ
、
］

そ
う
言
い
男
は
か
ら
く
り
を
持
つ
す
る
と
、
い
き
な
り
か
ら
く
り
が
震
え
出
し

た
。

［
あ
っ
ア
カ
ン
！
！
 

兄
さ
ん
離
す
ん
や
！
！
］

そ
う
告
げ
。
目
を
瞑
る
と
。
 

１
つ
の
不
思
議
な
音
が
鳴
る
。

チ
ン
、
、
、
、

［
ん
？
、
な
ん
で
爆
発
し
な
い
ん
や
？
］

そ
う
言
い
ゆ
っ
く
り
目
を
開
け
る
と
。

そ
こ
に
は
真
っ
二
つ
に
成
り
果
て
た
か
ら
く
り
が
あ
っ
た
。
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［
あ
れ
！
？
 

な
ん
で
ウ
チ
の
か
ら
く
り
が
真
っ
二
つ
に
な
っ
て
る
ん
！
？
］

［
す
ま
な
い
、
爆
発
し
そ
う
だ
っ
た
か
ら
、
こ
ち
ら
で
壊
さ
せ
て
も
ら
っ
た
、
、

、
、
代
わ
り
と
言
っ
た
ら
な
ん
だ
、
 

こ
れ
を
。
］

そ
う
言
わ
れ
、
渡
さ
れ
た
の
わ
、
約
一
月
は
食
べ
て
行
け
る
程
の
お
金
だ
っ
た

［
へ
っ
！
？
 

エ
エ
の
！
？
こ
な
い
貰
っ
て
！
？
］

［
あ
あ
、
好
き
に
使
う
と
い
い
。
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
で
失
礼
す
る
。
］

そ
う
言
い
男
は
去
っ
て
行
っ
た
。

真
桜
は
渡
せ
ら
れ
た
袋
を
見
つ
め
固
ま
っ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
動
き
出
し
お
金
を
ど
う
使
う
か
考
え
て
い
た
。

［
あ
あ
、
こ
ん
だ
け
あ
れ
ば
、
あ
れ
が
買
え
る
、
あ
と
あ
の
部
品
も
、
エ
ヘ
ヘ

～
♪
ど
な
い
し
よ
～
♪
］

宿
に
泊
ま
る
た
め
の
お
金
だ
と
言
う
こ
と
を
忘
れ
自
分
の
欲
に
使
う
と
し
て
い

る
真
桜
で
あ
っ
た
。
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出
会
い
 

真
桜
編
（
後
書
き
）

次
は
凪
ち
ゃ
ん
♪
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出
会
い
 

凪
編

［
は
あ
、
あ
の
二
人
は
ち
ゃ
ん
と
竹
籠
を
売
っ
て
る
だ
ろ
う
か
、
、
、
、
］

と
り
あ
え
ず
私
の
分
を
早
く
売
ら
な
け
れ
ば
、

そ
れ
で
二
人
に
合
流
す
る
か
、
、
、
、

［
竹
籠
は
要
り
ま
せ
ん
か
～
、
お
安
く
し
ま
す
よ
～
］

［
今
日
３
回
目
か
、
竹
籠
を
売
っ
て
る
人
を
見
る
の
は
、
］

［
あ
っ
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
竹
籠
１
つ
い
か
が
で
す
か
？
］

そ
う
言
っ
て
前
の
男
性
に
話
し
か
け
る
。

［
い
や
、
今
日
君
以
外
で
竹
籠
を
売
っ
て
る
人
を
二
人
見
た
か
ら
な
。
］

［
（
あ
あ
、
真
桜
と
沙
和
か
、
、
、
、
）
あ
の
、
そ
の
二
人
っ
て
巨
乳
で
髪
の

色
が
薄
柴
の
女
性
と
メ
ガ
ネ
を
掛
け
て
勘
色
の
女
性
で
す
か
？
］

［
ん
？
、
あ
あ
そ
う
だ
が
、
友
達
か
？
］

［
は
い
、
あ
の
二
人
は
ち
ゃ
ん
と
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
か
？
］

［
あ
あ
、
ち
ゃ
ん
と
竹
籠
を
売
っ
て
い
た
ぞ
、
］

［
そ
う
で
す
か
、
な
ら
良
い
で
す
。
］
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私
は
目
の
前
の
男
性
に
お
礼
を
す
る
為
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
が
、
男
性
に

［
い
や
、
そ
の
ま
ま
で
］
と
止
め
ら
れ
る
。

［
そ
れ
よ
り
も
。
頑
張
っ
て
竹
籠
を
売
る
と
良
い
。
］

［
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
］

［
じ
ゃ
あ
、
俺
は
こ
れ
で
。
］

［
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
］

不
思
議
な
人
だ
、
、
、
、
ん
？
背
中
に
な
ん
か
描
か
れ
て
い
る
な
、
な
ん
だ
ろ
う

［
お
っ
良
い
竹
籠
だ
ね
、
１
つ
貰
お
う
か
。
］

［
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
］

お
客
さ
ん
が
き
て
し
ま
っ
た
為
私
は
彼
か
ら
目
を
離
し
た
。
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出
会
い
 

凪
編
（
後
書
き
）

三
人
編
は
と
り
あ
え
ず
終
了
で
す
。

次
回
か
ら
は
ま
た
普
通
に
戻
り
ま
す

で
は
ま
た
次
回
に
て
。
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報
い

大
体
の
竹
籠
を
売
り
終
わ
り
 

私
は
二
人
と
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
向
か
っ
た
。

［
あ
っ
！
 

凪
ち
ゃ
ん
こ
っ
ち
な
の
～
］

［
あ
あ
、
い
た
い
た
、
、
、
、
真
桜
！
沙
和
！
待
た
せ
た
、
そ
れ
で
？
竹
籠
は

い
く
つ
売
れ
た
ん
だ
？
］

［
う
～
沙
和
は
５
個
し
か
売
れ
な
か
っ
た
の
～
、
］

［
そ
う
か
、
、
、
、
私
は
半
分
売
れ
た
、
真
桜
は
ど
れ
く
ら
い
売
れ
た
ん
だ
？
］

そ
う
言
い
真
桜
を
見
る
。

［
フ
ッ
フ
ッ
フ
、
ウ
チ
は
な
ん
と
完
売
や
！
］

［
は
あ
！
？
、
真
桜
 

嘘
を
言
う
な
、
お
前
が
完
売
出
来
る
わ
け
、
、
、
、
な

！
？
本
当
に
無
い
、
、
、
、
］

そ
う
言
い
真
桜
の
竹
籠
を
見
た
が
１
つ
も
な
か
っ
た
。

［
ど
や
？
ウ
チ
だ
っ
て
た
ま
に
は
ち
ゃ
ん
と
や
る
ん
や
♪
］

［
真
桜
ち
ゃ
ん
凄
い
の
～
♪
こ
れ
で
野
宿
し
な
く
て
す
む
の
～
］

［
あ
あ
、
真
桜
お
金
は
？
］

［
ギ
ク
ッ
！
あ
あ
～
そ
の
～
、
こ
れ
だ
け
］
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そ
う
言
わ
れ
渡
し
て
来
た
金
額
は
あ
き
ら
か
に
少
な
い
。

［
？
お
い
、
真
桜
お
前
売
っ
た
お
金
が
や
け
に
少
な
い
ぞ
、
、
、
、
ま
さ
か
、
、

、
、
、
、
、
］

［
あ
は
は
～
、
、
、
使
い
ま
し
た
、
、
、
、
］

［
な
！
？
、
お
前
こ
の
お
金
が
無
い
と
野
宿
な
ん
だ
ぞ
！
？
、
］

［
そ
う
な
の
～
、
沙
和
は
野
宿
嫌
な
の
～
］

［
う
～
ご
め
ん
～
つ
い
使
っ
て
も
う
た
。
］

［
全
く
、
、
、
な
ん
と
か
三
人
分
の
泊
ま
る
程
の
金
額
が
残
っ
て
い
た
か
ら
ま

だ
し
も
、
、
、
、
真
桜
、
お
前
は
罰
と
し
て
余
っ
た
お
金
は
お
前
に
は
や
ら
な

い
か
ら
な
。
］

［
う
～
、
そ
な
い
事
言
わ
ん
と
い
て
な
～
凪
～
］

［
駄
目
だ
！
ち
ゃ
ん
と
反
省
し
ろ
。
］

［
そ
う
な
の
～
真
桜
ち
ゃ
ん
反
省
す
る
の
～
］

［
う
～
、
］

そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
と
。

［
大
変
だ
！
！
賊
が
こ
の
村
に
向
か
っ
て
る
ぞ
！
！
早
く
女
、
子
供
を
逃
が
す

ん
だ
！
！
殺
さ
れ
ち
ま
う
！
］
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［
な
！
？
、
］

［
た
っ
大
変
な
の
～
早
く
沙
和
達
も
逃
げ
る
の
～
］

［
せ
や
！
！
早
よ
う
ウ
チ
ラ
も
逃
げ
な
！
！
］

［
す
い
ま
せ
ん
！
賊
は
ど
れ
く
ら
い
の
数
で
す
か
？
］

［
ざ
っ
と
見
て
１
０
０
０
は
く
だ
ら
ね
！
！
そ
ん
な
こ
と
よ
り
早
く
お
嬢
ち
ゃ

ん
達
も
逃
げ
る
だ
！
！
］

［
１
０
０
０
か
、
、
、
、
］

［
ま
さ
か
！
！
凪
！
お
前
賊
と
戦
う
つ
も
り
ち
ゃ
う
や
ろ
な
！
？
］

［
無
理
な
の
～
い
く
ら
凪
ち
ゃ
ん
が
強
く
て
も
１
０
０
０
は
無
理
な
の
～
］

［
や
っ
て
み
な
き
ゃ
分
か
ら
な
い
だ
ろ
！
！
 

せ
め
て
村
の
人
達
の
逃
げ
る
時

間
を
稼
ぐ
ん
だ
！
］

［
で
も
１
０
０
０
な
ん
か
沙
和
達
三
人
じ
ゃ
あ
無
理
な
の
～
］

［
で
も
、
、
、
］

［
あ
あ
～
！
も
う
し
ゃ
あ
な
い
！
や
っ
た
る
は
！
せ
め
て
村
の
人
達
を
逃
が
す

ん
や
！
］

［
真
桜
ち
ゃ
ん
！
？
］

［
真
桜
、
、
、
、
、
、
お
前
、
、
、
］

［
そ
う
な
っ
た
凪
に
な
に
言
う
て
も
無
理
や
、
、
、
、
な
ら
ウ
チ
ラ
が
凪
を
手
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伝
う
ん
や
。
］

［
真
桜
ち
ゃ
ん
、
、
、
、
う
～
分
か
っ
た
の
～
！
 

沙
和
も
や
る
の
～
！
］

［
真
桜
、
、
沙
和
、
、
、
あ
り
が
と
う
！
！
］

そ
う
言
い
二
人
に
頭
を
下
げ
る
。

［
え
え
や
ん
か
、
ウ
チ
ラ
の
仲
や
困
っ
て
た
ら
助
け
な
。
］

［
そ
う
な
の
～
凪
ち
ゃ
ん
一
人
に
さ
せ
な
い
の
～
］

［
二
人
と
も
、
、
、
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
！
！
］

［
お
う
！
な
ら
行
く
で
！
］

［
お
ー
！
な
の
～
！
］

［
頭
、
村
が
見
え
て
来
ま
し
た
！
］

［
へ
っ
へ
っ
へ
、
お
前
ら
！
久
し
ぶ
り
の
獲
物
だ
！
！
奪
い
尽
く
せ
！
］

［
ウ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
］

［
ん
？
頭
、
な
ん
か
村
の
前
に
女
が
三
人
い
ま
す
ぜ
。
］
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［
あ
あ
ん
？
へ
っ
わ
ざ
わ
ざ
死
に
に
来
た
か
。
］

［
頭
、
殺
す
前
に
あ
の
三
人
犯
し
て
良
い
す
か
？
］

［
あ
あ
、
好
き
に
し
な
、
］

［
来
た
の
～
や
っ
ぱ
り
多
い
の
～
］

［
確
か
に
こ
れ
は
１
０
０
０
じ
ゃ
な
い
や
ろ
、
、
、
、
あ
か
ん
逃
げ
と
け
ば
良

か
っ
た
。
］

［
二
人
と
も
、
無
駄
な
話
を
し
て
な
い
で
目
の
前
に
集
中
し
ろ
！
］

［
は
あ
～
も
う
覚
悟
決
め
る
の
ー
！
］

［
あ
あ
、
し
ゃ
あ
な
い
、
覚
悟
決
め
な
。
］

［
あ
あ
、
、
、
、
来
る
ぞ
！
！
］

そ
う
言
い
目
の
前
か
ら
来
る
賊
に
集
中
す
る
、
、
、
、
、
、
だ
が
次
の
瞬
間
風

が
吹
い
た
。

［
］

フ
ワ［

へ
っ
？
］

［
な
っ
！
？
］

［
な
ん
や
！
？
］
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そ
の
風
が
吹
い
た
瞬
間
目
の
前
の
賊
達
が
首
の
無
い
状
態
で
死
ん
で
い
た
。

［
な
っ
！
？
な
ん
だ
！
！
な
に
が
起
き
た
！
？
］

［
頭
！
！
 

あ
っ
あ
い
つ
！
］

［
な
ん
だ
！
！
］

そ
の
死
ん
で
い
た
賊
の
前
に
見
た
こ
と
が
な
い
不
思
議
な
剣
を
持
っ
た
男
が
立

っ
て
い
た
。

［
な
ん
だ
あ
い
つ
は
！
？
［
凶
王
だ
、
、
、
、
］
な
に
！
？
］

そ
の
次
の
瞬
間
男
が
消
え
て
い
た
。

［
な
っ
！
？
何
処
に
行
っ
た
！
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
あ
れ
？
な
ん

で
そ
い
つ
腰
か
ら
上
が
無
い
ん
だ
？
（
バ
タ
）
］

［
ひ
っ
！
！
頭
！
！
］

そ
こ
に
は
上
半
身
と
下
半
身
が
別
れ
た
元
賊
頭
が
い
た
。
そ
し
て
そ
の
後
ろ
に

は
あ
の
男
が
立
っ
て
い
た
。

［
！
！
］

賊
達
は
見
た
、
、
、
そ
の
男
の
背
中
の
文
字
を
、
、
、
、
は
っ
き
り
と
、
、
、

（
悪
即
斬
）

こ
の
三
文
字
を
、
、
、
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［
凶
、
、
、
、
凶
王
だ
！
！
ー
！
に
っ
逃
げ
ろ
！
！
ー
！
（
ズ
バ
ッ
）
ギ
ャ
ア
、

、
、
、
（
バ
タ
ッ
）
］

［
ひ
っ
！
！
］

［
フ
ッ
、
、
、
、
、
、
（
シ
ュ
ン
）
］

［
へ
っ
？
（
ズ
バ
ッ
）
ガ
ハ
、
、
、
、
、
、
、
（
シ
ュ
ン
）
ギ
ャ
ア
、
、
、
、

（
ヒ
ュ
ッ
）
グ
ハ
、
、
、
、
（
バ
タ
ッ
）
］

［
ひ
っ
！
！
な
っ
な
ん
な
ん
だ
よ
！
こ
い
つ
！
！
（
ヒ
ュ
ッ
）
ガ
ハ
！
（
バ
タ

ッ
）
］

大
量
に
響
く
賊
達
の
叫
び
声
と
絶
望
の
声
、
、
、
、
、
、
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て

い
た
の
は
見
え
ぬ
恐
怖
に
怯
え
た
賊
達
の
虐
殺
だ
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
賊
達
は
自
分
が
何
時
死
ん
だ
の
か
分
か
ら
な
い
内
に
死
ん
で
い
た
、

、
、
、
そ
し
て
３
０
０
０
は
い
た
で
あ
ろ
う
賊
達
は
既
に
ほ
と
ん
ど
が
息
絶
え

て
い
た
。

［
ひ
い
ー
！
助
け
て
！
頼
む
！
俺
に
は
家
族
が
い
る
ん
だ
！
！
俺
が
稼
が
な
い

と
妻
と
子
供
が
生
き
て
い
け
な
い
だ
！
！
頼
む
！
！
助
け
て
く
れ
、
！
］

賊
は
男
に
対
し
土
下
座
を
す
る
、
、
、
す
る
と
男
は
剣
か
ら
手
を
離
す
。

［
あ
っ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！
（
グ
サ
）
へ
っ
？
］

男
は
不
思
議
に
思
い
顔
を
あ
げ
る
と
そ
こ
に
は
右
手
に
剣
を
持
っ
た
男
が
自
分

に
剣
を
突
き
刺
し
て
い
た
。
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［
お
前
、
確
か
家
族
が
い
る
と
言
っ
た
な
、
、
、
、
な
ら
ば
何
故
ま
と
も
な
生

き
方
を
し
な
か
っ
た
、
、
、
、
因
果
応
報
、
、
自
分
が
し
た
事
に
報
い
を
受
け

る
ん
だ
な
。
］

［
ガ
ッ
ガ
ハ
、
、
、
、
（
ズ
バ
ッ
）
バ
タ
ッ
］

男
は
賊
に
突
き
刺
し
て
い
た
剣
を
抜
き
賊
を
殺
し
た
。

［
本
当
に
家
族
の
事
を
思
う
な
ら
賊
等
せ
ず
に
ま
と
も
に
働
く
ん
だ
な
。
］

そ
う
告
げ
男
は
去
ろ
う
と
す
る
が

［
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
］

今
新
し
い
出
逢
い
が
始
ま
る
。
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報
い
（
後
書
き
）

遂
に
我
ら
が
一
刀
が
三
人
に
出
逢
い
ま
し
た
！

さ
て
さ
て
一
体
ど
う
な
る
事
や
ら
、
、
、
、

で
は
次
回
！
！
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覚
悟

私
は
村
の
人
達
を
逃
が
す
為
に
沙
和
、
真
桜
と
共
に
賊
に
立
ち
向
か
お
う
と
し

た
が
、
 

突
如
現
れ
た
１
人
の
男
性
に
よ
り
賊
達
は
全
滅
し
た
、
、
、
、

［
な
っ
な
ん
な
ん
だ
、
一
体
何
が
起
き
て
る
ん
だ
、
、
、
、
］

［
凄
い
の
～
、
、
、
１
人
で
全
部
倒
し
ち
ゃ
っ
た
の
～
、
、
、
］

［
ん
？
あ
の
兄
さ
ん
何
処
か
で
見
た
よ
う
な
、
、
、
、
］

［
！
！
］

［
凪
ど
な
い
し
た
ん
？
］

［
あ
の
背
中
の
文
字
、
、
、
、
、
、
］

［
ん
？
ど
れ
ど
れ
、
、
、
、
！
］

［
あ
の
文
字
っ
て
ま
さ
か
凶
王
な
の
！
？
］

凶
王
、
、
、
、
各
地
の
賊
達
を
殲
滅
し
、
悪
と
判
れ
ば
即
ざ
に
斬
る
、
、
、
、

天
の
御
使
い
と
も
噂
さ
れ
て
い
る
人
、
、
、
、
そ
し
て
私
が
惹
か
れ
て
い
た
お

方
、
、
、
、
そ
の
お
方
が
今
目
の
前
で
賊
達
を
殲
滅
し
て
い
る
、
、
、
、
た
っ

た
１
人
で
、
、
、
強
い
、
、
、
、
強
す
ぎ
る
、
、
、
、
私
で
は
足
元
に
も
及
ば

な
い
だ
ろ
う
、
、
、
、
私
に
は
賊
３
０
０
０
な
ん
て
数
私
で
は
倒
せ
な
い
、
、
、

、
せ
い
ぜ
い
時
間
稼
ぎ
が
良
い
と
こ
ろ
だ
、
、
、
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い

る
と

既
に
３
０
０
０
は
い
た
で
あ
ろ
う
賊
達
は
１
人
に
な
っ
て
い
た
、
、
、
、
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［
た
っ
助
け
て
く
れ
！
俺
に
は
家
族
が
い
る
ん
だ
！
！
俺
が
稼
が
な
い
と
妻
と

子
供
が
生
き
て
い
け
な
い
だ
！
！
頼
む
！
助
け
て
く
れ
、
！
］

賊
は
誇
り
な
ど
何
も
か
も
捨
て
て
凶
王
に
土
下
座
を
し
て
い
る
、
、
、
、
す
る

と
凶
王
は
剣
か
ら
手
を
離
す
。

［
あ
っ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！
（
グ
サ
）
へ
っ
？
］

次
の
瞬
間
賊
の
背
中
に
刃
が
刺
さ
っ
て
い
た
、
、
、
、

［
な
っ
！
？
 

］

［
家
族
が
い
る
と
言
っ
た
な
、
、
、
、
な
ら
ば
何
故
ま
と
も
な
生
き
方
を
し
な

か
っ
た
、
、
、
、
因
果
応
報
、
、
、
、
自
分
が
し
た
事
に
報
い
を
受
け
る
ん
だ

な
。
］

そ
う
言
い
凶
王
は
賊
か
ら
剣
を
抜
い
た
、
、
、
、

［
本
当
に
家
族
の
事
を
思
う
な
ら
賊
等
せ
ず
に
ま
と
も
に
働
く
ん
だ
な
。
］

そ
う
告
げ
凶
王
は
何
処
か
に
行
こ
う
と
す
る
、
、
、
そ
こ
で
私
は
彼
に
声
を
か

け
た
。

［
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
］

［
な
ん
だ
？
何
か
用
か
？
］

［
貴
方
が
凶
王
で
す
か
？
］
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［
ち
ょ
っ
凪
！
何
を
言
う
と
る
ん
！
？
］

［
そ
う
な
の
～
危
な
い
の
～
！
］

［
ん
？
さ
っ
き
の
竹
籠
を
売
っ
て
い
た
子
か
、
何
か
用
か
？
］

［
何
故
、
、
、
、
殺
し
た
ん
で
す
。
］

［
ち
ょ
っ
凪
！
］

［
あ
あ
、
こ
い
つ
か
？
簡
単
だ
こ
い
つ
は
殺
さ
れ
て
当
然
だ
か
ら
だ
、
、
、
、

こ
い
つ
ら
賊
は
他
人
の
生
活
を
脅
か
し
そ
の
人
が
汗
水
か
い
て
稼
い
だ
金
を
奪

い
、
更
に
は
己
が
欲
の
為
に
罪
も
無
い
人
々
を
殺
し
た
、
、
云
わ
ば
悪
、
、
、
、

こ
い
つ
ら
は
数
多
く
の
人
々
か
ら
死
ん
で
ほ
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
奴
ら
だ
、
、

、
、
死
ん
で
当
然
だ
ろ
。
］

［
で
す
が
、
、
、
で
は
何
故
一
度
迷
っ
た
の
で
す
か
？
］

［
！
？
ど
う
言
う
事
だ
、
、
、
］

［
貴
方
は
最
後
の
賊
を
殺
す
時
一
瞬
止
ま
り
ま
し
た
、
、
、
、
ま
る
で
殺
す
の

を
た
め
ら
う
よ
う
に
。
］

［
、
、
、
、
、
、
、
］

［
何
故
で
す
か
？
］

［
君
に
は
関
係
な
い
、
、
、
、
俺
個
人
の
関
係
だ
、
、
、
、
］

一
瞬
黙
っ
て
い
た
が
、
、
、
、
空
を
見
上
げ
そ
う
呟
い
た
。

［
凪
ち
ゃ
ん
そ
ん
な
こ
と
聞
い
た
ら
失
礼
な
の
ー
］
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［
せ
や
凪
、
ど
う
し
た
ん
や
？
何
時
も
の
凪
ち
ゃ
う
で
？
］

［
す
ま
な
い
二
人
と
も
少
し
黙
っ
て
く
れ
］

私
は
見
極
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
、
、
、
こ
の
人
が
私
の
仕
え
る
べ
き
人
か

を
、
、
、
、

［
答
え
て
く
だ
さ
い
！
！
］

［
お
前
は
家
族
が
殺
さ
れ
た
事
が
あ
る
か
、
、
、
、
］

［
な
！
？
］

［
俺
は
家
族
を
全
員
殺
さ
れ
た
よ
、
、
、
、
十
年
前
に
、
、
、
、
だ
か
ら
ど
う

も
家
族
が
絡
む
と
ど
う
や
ら
戸
惑
う
ら
し
い
、
、
、
、
］

［
、
、
、
、
、
、
［
だ
が
］
？
］

私
が
彼
の
話
を
聞
い
て
い
る
と

［
だ
が
例
え
そ
い
つ
に
家
族
が
い
よ
う
と
も
！
俺
は
全
て
の
悪
を
許
さ
な
い
！

こ
の
世
に
悪
が
い
る
限
り
俺
は
力
が
無
い
者
達
の
代
わ
り
に
俺
が
悪
を
殺
す
、
、

、
、
た
だ
そ
れ
だ
け
だ
、
、
、
、
］

私
は
固
ま
っ
た
、
、
、
、
彼
の
強
い
覚
悟
に
言
葉
が
出
な
か
っ
た
、
、
、
、
彼

の
目
は
強
く
、
そ
し
て
輝
い
て
い
た
、
、
、
、
［
（
こ
れ
が
覚
悟
、
、
、
）
、
］

［
で
は
貴
方
は
例
え
敵
が
国
の
王
で
も
悪
で
あ
る
な
ら
殺
す
の
で
す
か
？
］
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［
あ
あ
、
そ
れ
で
弱
い
人
々
が
助
か
る
な
ら
、
俺
は
喜
ん
で
国
を
敵
に
回
そ
う
。

］［
な
っ
な
に
を
！
？
］

［
国
に
１
人
で
戦
う
な
ん
て
無
理
な
の
～
］

［
そ
れ
で
も
だ
、
、
、
、
］

［
（
凄
い
、
、
、
、
私
は
こ
ん
な
凄
い
覚
悟
は
ま
だ
持
っ
て
な
い
、
、
、
、
こ

の
人
は
弱
い
人
々
が
助
か
る
な
ら
国
を
敵
に
回
そ
う
と
し
て
い
る
、
、
、
、
こ

の
人
な
ら
、
、
、
私
は
、
、
、
、
、
、
）
］

［
あ
な
た
様
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
、
、
、
、
］

［
な
ん
だ
？
］

［
私
達
の
主
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
！
］
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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